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秋田市小泉潟公園に渡来した

ヤツガシラUpupaepopussα"γatαの観察記録

一
巨
同 橋一郎＊

本邦においてヤツカシラUpupaepopussa伽γ“α

は，清棲幸保（1978）によれば，迷鳥，またはまれな

旅烏とされてL､る。また，清陵幸保（1978），清楼保

之（1978），樋口1979.野満(1982),渡辺19

83），蜂谷（1985）などによれば，本柿は，全111各地

に渡来（図1）しており，しかも3～4月に噸独で記

録されることが多い。本邦における繁附〔記録について，

野群1982は,1982年6月8H,J乏野ﾘI.南佐久郡臼

ill町において繁殖する1つがL､を発見し,5ﾉ11の雛が

ふ化，4羽が巣立ち，同年8月811時点で2mの親と

3羽の雛が無事でいることを報じている。さらに,19

86'r-,岩手ﾘ『(下閉りM[i:iii野畑付において,1つがいが

街巣し，4羽の雛が巣立った（遠藤秘佑）。長好ﾘ｢{お

よび¥1手県の事例は，本邦における水郁の繁殖′|乱態解

Iﾘ}に多大な貢献をなすものと考える。

筆者は,1986年4月28日，秋川｢h金｝m崎'r富後11152

秋Ill県立博物館前の芝生で採餌中の水極を観察した。

前述の清陵幸保1978ほかは．秋|Ⅱﾘ1.への渡来記録

を記紋していないが，これは，日本野鳥の会秋|Ⅱk部

細（1982），秋田県野鳥の会細(1983)に統<県内5

["111の記録である（表2)。全｢劇的に黙れば，近年特

にまれな事例ではなくなってきたが，水靴の渡米記録

を明確にする意味で本稿をまとめた。

ご多忙にもかかわらず快く本稿の校閲をしてくださ

った秋Ill大学教育学部小笠原;,教授,n服な‘附縦を提

供くださった岩手県宮古市の遠喋公ｿ)氏，および秋lⅡ

w立博物館鴫|Ⅱ忠一学芸主任。tm<剛勝技師，文献収

雌にあたり便宜をはかっていただいた秋IllﾘI狸f烏の会

会長ftlll泰彦氏に対し，心からのI洲葱を炎したL、と恩

‘フo

秋IllII4立博物館は，秋Ill市の北方約15kmの地点にあ

り，周Ⅲ1は，比,¥h約10mの丘陵，男潟・女潟の湖沼な

どを擁する県立'｣､服潟公原Iになっている。博物館とそ

の駐車場の|舞接部は，よく刈り込まれた芝生であり，

その外側は，コナラ・カスミザクラ・カシワなどの落

葉広葉樹林，スギ・クロマツ．アカマツの航職林であ

る。

秋川雌環境保雌部II然保維課編(1977),伽麟19

86），筆街（未発表）は，同公園内で観察された鳥類

についてまとめているが，これによると，森林性の烏

・水辺の(',水鳥などをあわせて35科122柿をあげて

L,る。こオlは，他地域と比べて，決して少ない柿数で

はないことから.3')鳴の｜謝れやすい環境であることを

示している。

今N観察した個体は，県立博物館正面入、わきの狭

い芝ﾉ|孔上（図2）で確,認された。注意深く接近すれば

特に弊戒する様fもなく,500mm望遠レンズの熊ﾉ､I､(距

離|ﾉ1である約10mの位il'fで搬影（図3)できた。長い

くちばしをしきりに芝′|記|ﾉ1に差し込み，｜畔々ミミズと

思わ』'る動物をつまz人あげては食した。芝ﾉ|Iわきを住

米する人の動きに蹄<と，リj潟端のアカマツ林（図2

'I'の②）や女潟端のコナラ・カシワなどの蕗梁広難樹

林lﾉ1（図2中の①）に退避するが，仰び芝'fcj二に降り

たち採飢を始めた。4J]2811,午後1時3ii分から'｢後

4時3(1分までのわずか3時|H1ほどの観察であった。そ

のlil),本佃体は，荊冠を逆立てることもなく，またﾘI'.

き1詩を発することもなかった。博物館職員Ilfilll忠一

氏,i-iMi'R勝氏）のIllWによれば，博物館¥'<j側の芝ﾉk倣

斜地で,4iJ26ll～2711も観察されたという。なお，

4JJ29II以後は出現しておらず，またﾘI.内で観察され

*秋Illﾘm立博物館

－89－



I'.'.'i橘一郎

138.140．142.144.

I1

C
23

茅
P－2-'一一十

Tト.P今

塵_て･〆一や

42一

2

＠繁殖 地 31’

’ﾉT¥
－P､夕a
一 、 一 ' 一 一 J

●渡来地

4-一 40

数字は、表1の番号である
一

I
一
師

1寺

35

●
斗一－38一

Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

1

1

．皇

54

65,66

一
一

鋤J

<_.

執も
分分

一
Ｊ
一

一彦学.壱L
Pｲ

ｰｰｰ･ず13

’
5 1

7‘．，,′

砿 ﾂ
；
も
、
“ １

１

、一四

Ｆ
隈

F←､P｡

‐ 卜一一
’

声
山

〆 ｡
49

げ
つ

il

’ 11、グマ■

AJ(）

.45,垢,59

．○'9
●
詔

･27.3
134｡ ロ

一

一

’
F】

4

130。

25。

糊．'｡、●
47

125。 127.30. 130．

図1ヤツカシラの渡来地および繁殖地の分布

－90－



秋Illlil'J,泉潟公園に波来LたヤツカシラUpupaepopussaturataの観察記録

表1本邦に渡来したヤツカシラの記録

＊印の記録は日本野鳥の会編『野鳥』による

たという情報もなL,。

筆者は，県内で捕推された本種2個体の体各部を実

測する機会を得たので，その結果を表3に示した。ひ

とつは，男鹿市|祁淡で捕推され，間もなく衰弱死した

県内初記録の個体であり，現在，剥製にされ秋IⅡ県立

博物館に保管（資料番号671-16-7）されている。さら

にひとつは，4回'1の記録になる大曲市角間川での個

体であり，現在，同じく剥製にされ秋田県鳥獣保護セ

ンターに保補;されている。

声

0200，

1 J＝‐
＝

●採餌地

①広葉樹林
②アカマツ林
目 水 a m
国ヨシーマコモ

図2博物餅周辺略図

本邦における水樋の観察記録は，表lに示したよう
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No.文献・観察溝＊観察地確認年月IごI

l樋口〈1971

2清棲幸保

3清棲幸保

4清棲幸保

5清棲幸保

6清棲幸保

7清棲幸保

8清棲幸保

9清棲幸保

10清棲幸保

11清棲幸保

12清棲幸保

r,清棲幸保

14樋ロ（1971

ir.清棲保之

16清棲保之

17清棲保之

18清棲保之

19蜂谷（1981

20清棲保之

21清棲保之

22清棲保之

23清棲幸保

24清棲幸保

25清棲幸保

26清棲保之

27清棲保之

28清棲保之

29清棲保之

30広野孝男

31清棲保之

32渡辺（198：

33蜂谷（l98i

34蜂谷198

35渡辺（198

36上利隆治

37野溝龍太郎

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)78）

)75）

)78〉

三重 県尾鷲市ワ

北海道函館1861

北 海 道札幌樺戸1890,03

三醒県宇治山田市（伊勢市）1891.04.08

愛知県名古屋1892.12

長崎県対馬1894.12.05

編岡県糸島部元岡村1919.03.3(）

背森県北津軽郡中里1924.04

鹿 児 島県種子島1925.03

北海通釧脇1926.()9．15

沖 細 県徳之島1935.04

棉岡県宗像郡福間町1936.04.08

徳島県徳島市1949

三亜県伊勢市1955.08.14-18

Hill県徳山市1966.04.18

束京都皇居内1967.04.02-05

烏根県簸川郡大社町競浦1967.03.26

ｲi川県能登半島皆月海岸1967.03.29

群馬県群馬郡箕郷町1970.03.29

神奈川県藤沢市鵠沼松が丘1972.03.27

沖細り,1西表島千立1973.03.17

j勘根Iil簸川郡大社町篭浦1973.04.01

北海道利尻島l973

北海道浦河町l973

北海道根室1973

沖縄県西表島船浦1974.02.25

長崎県対馬1974.03.24

束京郁八丈島八丈富士のお中逆1974.04.02

干葉県船橋市谷津1975.04.12

＊北海道知床半島羅臼温泉1975.08.07-13

青森県脆飛崎1978.04.06

新潟県小千谷市1979.〔)1.25

鹿児励県草埋烏1980.()7？-08？

禰川県油倉島198(〕.07？－08？

新潟県菜烏1981.10.25

)83)*1l1n県萩市1982.03.05

982）＊長野県南佐久郡臼田町1982.6.08-

No.文献・観察者＊観察地確認年月|』

38渡辺1983新潟県小千谷市

39山村辰美］983）＊長崎県対馬佐護

40長谷川博(1983）＊東京郁鳥島

41湊秋作(1983)*和歌Ill県東牟楼郡元宮町皆地

42樋口広芳(1983)*東京部三宅鳥

43八頭Il1支部会員(1983）＊沖純県西表島

44中村司(1983)*III梨県北巨嘩郡白州町

45III代睦夫(1985)*鹿児島県批湛郡山川町長崎鼻

46m代睦夫（1985）＊鹿児ﾙ県批寝郡11｣川町長崎鼻

47菊地康術(1985)*W細り,↓与那国烏祖治

48大節和弘〈1985）＊熊本県玉名祁橘島干拓

49

ｎ
Ｕ
１
１
つ
４
ワ
Ｊ
八
染
貝
》
ハ
０

頁
』
民
』
貝
〕
貢
』
貝
Ｊ
Ｅ
Ｊ
Ｆ
Ｄ

丸藤好男（1985）

市川竹虎（1985）

福田明il985）

古賀優子（1985）

古Ill弘1983

蜂谷（1985）

大丸奈津子・今'11

11個子（1985）＊

萩谷洋（1985）

85）＊宮崎県H南市大字平野字影平

85）＊静岡鼎富士市浮島

85）＊東京都小笠原村母烏

85）＊東京都八王子市堀之内南陽台

985）＊新潟ﾘｵL上越市直江津港

編島ﾘ,ﾘ東の町北町

Illllﾘa岩国市尾津町ハス田

985）＊東戒郁八王子市堀之内南陽台

57沖村義春ほか(1985)*広島県大竹市谷尻

58蜂谷〈1985）禰脇県厩l見町徳江

59田代睦夫〈1985）＊鹿児烏県櫛寝郡山Ill町長崎鼻

iin蜂谷1985,禍鳥ﾘA福島市北沢又下台

61蜂谷（1985）福脇県福島市松川町浅｣ll

62蜂谷1985編烏ﾘT'桶会津郡田島町

63末崎興助（1986）＊新潟県柏崎市安政町

64江頭暗司!!986)*擬崎県|櫛松浦郡奈良尾町

65山1.万寿美(1986）＊茨城県高萩市高戸

66III口万寿美(1986)*茨城県商萩市君田小学校

67遠藤公男器手県下閉伊郡田野畑村

1983．01．11

1983.()3-04

1983．03．20

1983.03.25

1983.03.*

1883.04,02-04

1983．04．14

1984．02．28

1984．03．01

1984.()3．11

1984．03．13

1984．03．2(）

1984.03.23

1984.03.23

1984.03,29

1984.03.31

1984.03.末

1984．04．01

1984.()4．02

1984.04.08

1984.04上旬

1984．05．02

1985.03.17-20

1985．03．18，20

1985．03．31

1985.帆.15？-22

1986.03.20-26

1986，04．03

1986．04．10

1986-
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表2秋田県に渡来したヤツカシラの記録

確認年月日個体数渡 来地文献

秋田県野鳥の会編(1983）

日本野鳥の会秋川県支部編(1982)

秋川県野鳥の会編(1983）

秋田県野鳥の会編(1983）

男鹿市南磯

秋ill市下浜

男鹿沖船上

大曲市角間Ill

秋旧市金足

1967.05.12

1981？

1982.03.31

1982-12.31

1986.04.28

１
１
１
１
１

勺
１
ワ
】
ヘ
。
４
基
Ｆ
Ｄ

表3ヤツガシラの体測結果

個体番号噛峰翼長鮒跳尾長体重保管場所

表lの148.6mni145.6nm23.8mni97.3niⅢ－秋Ill県立博物館

表1の448.1146.423.0107.8*50g秋旧県鳥獣保護センター

*秋旧県野鳥の会編(1983)による
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図3吟1立博物館前の芝牝で採餌中のヤッカシラ
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Kill市'1,%4潟公休lにi恥fc]たヤツカシラUpupaepopussaturataの観察‘氾録

に，1970年代以後，急激にその数をj判している。野鳥

観察背の数とその精度の高さによるものであるとは思

うが，分ｲn域の伸張拡大の"I能性もど･えられる。

要約

1.1986年4月28日，秋Ill県秋lllll/̂ Jll嶋崎宇後Ill

52秋Ill県立博物節前において，ヤツカシラUpupa

epo”ssα”γ“α1個体を!認めた。

2．本個体は，芝生地において,iをいくちばしを土

中に差し込象，ミミズと忠ｵつれる動物をつま黙あげ

ては食した。

3．秋|Ⅱ県における本極の観察‘氾録は，ｿjijKiIj2r>i

(1967,1982;,秋Ⅲ市11111（1981？），大|M1市1

I"](1982),そして今I"lと‘汁5Nである。
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Obser,ationrecordofaHoopoe{Upupaepopussaturata]

inKoizumi-fiataPark,AkitaCity,

Icliii､oTakahashi

Summai､､・ OneHoopoo(f.ﾉ””epoﾉjussaturata)wasobservedintin､grasslandinfrontofAkita

PrcfccluralMuseum,in28Apr､il,1986.

Thisbirdhasfedsmallanimalslikecarlhu-ormundc,rthegrand,pickingupbythelongbeak.

Obser,ationrecordsofthisspeciesweretwiceinOgaCity(1967,1982),oneinAkita

City(1981?),andoneinOomagariCity(1982),totalamountoffifthinAkitaPrefectureuptothe

presenttime.
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